
 

 

 

 

 

今から 100 年前の 1923 年（大正 12 年）9 月 1 日午前 11 時５８分に発生した、関東大

震災について聞いたことがありますか？ 

名古屋大学の武村雅之特任教授により当時の人口や経済規模を考慮したうえで比較する

と関東大震災での災害は、12 年前に起きた東日本大震災 10 個分の災害だったそうです。                 

そこで日本赤十字社は関東大震災を振り返り、明日の災害に備えるため、「温故知新」を言

いかえて「温故備震」として災害に備えることを提唱しています。 

中小企業庁の発表によると、1985～2018 年の災害発生率は台風 57.1％、地震 17.9％で

すが、被害額では地震が 82.8％と圧倒的に多く、地震が一度起こるとどれだけ大きな被害

をもたらすかが解ると思います。 

そこで今月号は災害でパニックにならないために『一人暮らしの大学生』が今日か

らできる防災対策を『ホームアルソック研究所』の記事より紹介します。 

事前にやっておきたい防災対策 

◎家族との連絡方法を決めておく 

自分の安否を家族にどう伝えるか、予め決めておきましょう。 

＜連絡ツールの例＞ ＃災害用伝言ダイヤル 

           局番なしの「171」に電話をかけると、伝言を録音でき、自分の電話番号を

知っている家族などが伝言を再生できます。 

             一般加入電話や IP 電話、公衆電話、携帯電話、PHS から利用可能。 

          ＃災害用伝言版 

           携帯電話や PHS からインターネットを使用して文字情報を登録し、自分の

電話番号を知っている家族などが情報を閲覧できます。 

◎自分の家の防災対策をする 

「家の中のもので怪我をしないこと」「いつでも外に逃げられる」ことが重要です。 

         ＃低い位置に家具を置く、棚やクローゼットに物を収める 

＃滑り止めの工夫（100 均の滑り止めグッズでも OK） 

＃床に物を置かないで動線をつくる 

＃寝るときはカーテンを閉めておくと割れた窓ガラスの飛び散りから身を守れる      

＃ベッド周りには割れる素材の小物を置かない、ベッド脇に靴を置いておく  

（できればスニーカー様のもの） 
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いよいよ待ちに待った後期が始まりますね。 

規則正しい生活をして、体調を整えましょう‼ 

参考：首相官邸ホーム
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◎避難場所と避難ルートを確認する 

 自宅に一番近い避難場所と避難ルートを確認しておきましょう。 

               ・波木井のアパート     総合文化会館 

               ・学園寮          身延小体育館 

               ・なんてん寮        身延高等学校体育館 

               ・駅周辺のアパート      大河内分館・体育館 

◎行政のハザードマップで水害リスクを確認する 

 政府が公開しているハザードマップでは洪水、津波、土砂災害のリスクを知ることがで

きます。 

◎スマホで情報を得られるようにする 

 防災関連のアプリをスマホにダウンロードしておくと、災害が起こった時スムーズに情

報が得られます。    ＃例  NHK ニュースアプリ   防災首相官邸 Web サイト 
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入学時に配布された、大地震対応防災パンフレット（黄色の用

紙）を常備し、時折目を通して確認しておきましょう。 

 

 

大学周辺アパートの 

避難所 

準備しておきたい防災グッズ 


